
　甲賀市を代表する３つの山を歩いた様子を２・３
ページで紹介しています。
　飯道山の山頂にあった登山日誌には、市内の方が何

千回も登っておられる記録がありました。自然に囲まれたこのま
ちにとって山の存在は当たり前すぎて見過ごしてしまいがちです
が、時間をかけて歩いてみることで、地元の魅力や山歩きの楽し
さを再発見でき、また生活に欠かせない清らかな水やおいしい空
気を作り出す山へ感謝する機会にもなりました。
　ちなみに、今回の取材に同行してくれた“甲賀忍者”、きっと
険しい山道を駆け上がりたかったと思いますが、普段運動をしな
い私に歩調を合わせてくれる優しい忍者の彼でした。　ふ
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▶甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.shiga.jp/

「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

編 集

後 記

●固定資産税（1期）
●軽自動車税（全期）
●国民健康保険税（２期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（2期）
●公共下水道使用料・
　農業集落排水施設使用料

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は6月1日（月）です。

　

当
社
で
は
、ホ
ン
ダ
車
の
ボ
デ
ィ
部
品
の
開

発
・
製
造
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。ボ
デ
ィ
は
、

車
の
安
全
性
・
耐
久
性
が
左
右
さ
れ
る
重

要
な
部
分
。独
自
の
技
術
で
１
枚
の
鉄
の
板

に
生
命
を
与

え
、一つ
の
完
成

さ
れ
た
形
に

し
て
世
に
送

り
出
し
ま
す
。

大
型
プ
レ
ス

金
型
や
溶
接

設
備
は
自
社
で
開
発
・
製
作
し
た
も
の
を
、

外
部
企
業
へ
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、海
外
６
か
国
12
か
所
に
生
産
拠
点

を
構
え
、国
際
戦
略
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

品
質
・
コ
ス
ト
・
開
発
・
管
理
と
あ
ら

ゆ
る
面
で
時
代
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、経
営
改
革
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、環

境
配
慮
に
も
前
向
き
で
、車
の
軽
量
化
・
低

燃
費
化
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
が
一
番
の
社

会
貢
献
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

忙
し
く
て
も
、楽
し
く
働
き
た
い
と
の
願

い
を
込
め
た「
楽
し
く
忙
し
く
」を
ポ
リ
シ
ー

に
、甲
賀
か

ら
世
界
に
目

を
向
け
て
挑

戦
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

◎
設
立
：
昭
和
27
年
６
月

◎
従
業
員
数
：
５
３
２
名

◎
所
在
地
：
土
山
町
南
土
山
乙
41
番
地
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６

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀

市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い

る
、
も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（企業立地対策室） 
☎ 65‐0709　 63‐4087

ポ
リ
シ
ー
は「
楽
し
く
忙
し
く
」

自
動
車
の
ボ
デ
ィ
部
品
を

一
貫
し
て
製
造

▲ 自動車の骨組みにあたる部品
　（赤い部分）を製造

▲ お話を伺った木下さん

も
の
づ
く
り

 

こ
う
か
NO.2

花 木 鳥ササユリ スギ カワセミ

甲賀市の花・木・鳥
旧町で定められていた花・木・鳥は、
これからも身近な地域のシンボルとし
て大切にしていきます。

き
の
し
た
さ
ん 

ご  

ろ
う

車
社
会
を
支
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ン
パニ
ー

　

高
尾
金
属
工
業
株
式
会
社

甲賀ポン蔵
Ⓒ 2008 甲賀市工業会

（
常
務
取
締
役

  

木
下
三
五
郎
氏 

談
）
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忍
者
も
駆
け
た
修
験
の
道

甲
賀
三
山
を
巡
る

忍
者
も
駆
け
た
修
験
の
道

甲
賀
三
山
を
巡
る

C O N T E N T S

　

春
の
叙
勲
で
市
内
か
ら
４
名
が
受
章

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　
地
域
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
郷
土
史
会
／
綾
野
小
学
校
で
人
権
教
室

　
　
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
が
巡
回
／
市
健
康
推
進
連
絡
協
議
会
総
会　

ほ
か

　

情
報
の
ま
ど

　

も
の
づ
く
り
こ
う
か

　

春
の
叙
勲
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市
内
か
ら
４
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が
受
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元
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ま
ち
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ど

　
　
地
域
の
歴
史
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ひ
も
と
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郷
土
史
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／
綾
野
小
学
校
で
人
権
教
室

　
　
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
が
巡
回
／
市
健
康
推
進
連
絡
協
議
会
総
会　

ほ
か

　

情
報
の
ま
ど

　

も
の
づ
く
り
こ
う
か
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▲色とりどりのこいのぼりが園庭に集合（信楽にこにこ園）
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▲�飯道神社本殿裏には修行の場を思わせる岩場がある

忍
者
も
駆
け
た
修
験
の
道

近
江
屈
指
の
修
験
霊
場

飯
は

ん

道
ど

う

山
さ

ん

　

飯
道
山
は
標
高
6
6
4
m
、

水
口
・
信
楽
と
湖
南
市
の
境
に

あ
る
山
岳
信
仰
の
拠
点
で
す
。

登
山
口
は
水
口
か
ら
は
三
大

寺
ル
ー
ト
と
最
勝
寺
ル
ー
ト

（
岩
坂
）、信
楽
か
ら
は
宮
町

ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

飯
道
山
上
に
は
奈
良
時
代

の
建
立
と
さ
れ
る
飯
道
神
社

が
た
た
ず
み
、神
社
本
殿
裏
の

岩
場
に
は
、弥み

ろ
く勒
岩
、の
ぞ
き

岩
な
ど
の
奇
岩
が
散
在
し
ま

す
。ま
た
、付
近
の
木
立
の
中

に
は
山
岳
寺
院
の
構
造
を
そ

の
ま
ま
残
す
飯
道
寺
遺
跡
も

見
ら
れ
ま
す
。

交
通
／
J
R
貴
生
川
駅
ま
た

は
信
楽
高
原
鐵
道
紫
香
楽
宮

跡
駅
か
ら
徒
歩

　

周
り
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
甲
賀
市
。市
内
の
数
あ
る
山
の
中
で
も
、岩
尾

山
、飯
道
山
、庚
申
山
は
そ
の
昔
、忍
者
が
修
行
を
し
た
山
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
3
つ
の
山
に
は
、ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、散
策
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。新
緑
に
包
ま
れ
る
こ
の
季
節
、市
内
の
山
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
つ
も
見
慣
れ
た
山
々
の
違
っ
た
表
情
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▶
杖
の
権
現
か
ら
山
頂
ま
で
は
あ
と
少
し

▶�

飯
道
寺
遺
跡
に
は
往
時
の
隆
盛

を
し
の
ば
せ
る
坊
院
の
石
垣
が

今
も
残
る

◀�

桃
山
建
築
が
美
し
い
飯
道
神
社

◀�

山
頂
か
ら
の
眺
望
は
織
田
信
長
が
国
見
を

し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る

甲
賀
三
山
を
巡
る

2009.5.15 �



展
望
台
か
ら
市
内
を
一
望

庚
こ

う

申
し

ん

山
さ

ん

　

水
口
町
山
上
に
あ
る
庚
申
山
は
飯

道
山
の
南
東
の
尾
根
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。標
高
は
4
0
7
m
、ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
、山
頂
に

は
市
内
を
一
望
で
き
る
展
望
台
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、山
頂
に
は
1
2
0
0
年
前

に
最
澄
が
開
い
た
広
徳
寺
が
あ
り
、

真し
ん
ち
ゅ
う鍮
発
祥
の
地
と
し
て
有
名
で
す
。

秋
に
は
山
全
体
が
紅
葉
で
覆
わ
れ
、

一
段
と
す
ば
ら
し
い
眺
望
が
楽
し
め

ま
す
。

交
通
／
J
R
貴
生
川
駅
か
ら
5
キ
ロ

奇
岩
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策

岩
い

わ

尾
お

山
さ

ん

　

甲
南
町
杉
谷
に
あ
る
岩
尾
山
の
地

名
は
、巌
と
い
う
言
葉
と
深
い
関
わ

り
が
あ
る
よ
う
で
す
。そ
の
名
の
と

お
り
、大
き
な
岩
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
見
ら
れ
、忍
者
の
修
行
の
場
を
思

わ
せ
る
独
特
の
雰
囲
気
が
漂
い
ま

す
。

　

標
高
は
4
7
1
m
、頂
上
か
ら
の

眺
め
は
3
6
0
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
。

眼
下
に
は
雄
大
な
景
色
が
広
が
り
ま

す
。

　

ま
た
、岩
尾
山
の
中
腹
に
あ
る
息

障
寺
は
、平
安
初
期
に
最
澄
に
よ
っ

て
開
山
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、地
蔵
菩

薩
坐
像
と
不
動
明
王
立
像
の
磨
崖
仏

が
見
ら
れ
ま
す
。

交
通
／
J
R
甲
南
駅
か
ら
車
で
20
分

▶�

山
頂
の
展
望
台
か
ら
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
く

市
内
が
一
望
で
き
る

◀�

国
道
3
0
7
号
沿
い
の
看
板
が

庚
申
山
へ
の
目
印

▼その昔寺にこもっ
た人が真鍮精錬の法
を伝授されたという
逸話がある広徳寺

▶�

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ

散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

◀

�頂上の岩場からは甲賀と並ぶ忍者の里三重県伊賀市の風景が広がる

▼曼荼羅岩、天狗岩、屏風岩などユニークな名前 
　がつけられた奇岩が見られる

▲鐘楼脇の自然石にある磨崖地蔵菩薩坐像

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課　
　
　

☎
６
５
-０
７
０
８
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０
８
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飯
道
山
観
光
協
会　

☎
６
５
-０
７
０
８

　
　
　
　
　
　
　
　

 

６
３
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８
７

甲
南
町
観
光
協
会　

☎
／

 

６
０
-２
６
９
０

※写真は、忍者の修験道をイメージしていただくために撮影したものです。危険な場所では無理をせず、
　また大切な文化遺産を傷めないようご注意ください。2009.5.15�



　

人
が
人
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
て
い

く
た
め
に
必
要
な
権
利「
人
権
」。し
か

し
、社
会
に
は
大
切
な「
人
権
」を
侵
害

す
る
行
為
や
偏
見
・
差
別
が
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
16
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
お

ら
れ
ま
す
。
毎
日
の
生
活
で
の
悩
み

ご
と
や
、
地
域
や
職
場
で
の
い
じ
め

や
差
別
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
皆
さ
ん
の
一
番
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。

　

西に
し
か
わ川　

良
り
ょ
う
へ
い平　
　
　

西に
し
む
ら村　

泰や
す
お雄

　

池い
け
だ田　

仁ひ
と
み美　
　
　

森も
り
む
ら村
シ
ズ
子こ

　

市い
ち
い井　

幸ゆ
き
お夫　
　
　

竜
り
ゅ
う
お
う王　

勝か
つ
こ子

　

前ま
え
だ田
喜き

し

え
志
江

　

平ひ
ら
お尾　

敏と
し
か
ず一　
　
　

中な
か
も
と本
た
み
子こ

　

一い
ち
み
や宮　

祥し
ょ
う
こ子

　

三み
よ
し好　

隆
り
ゅ
う
え
き益　
　
　

田た
な
か中　

義よ
し
ひ
と人

　

伊い
む
ろ室　

信の
ぶ
こ子

　

中な
か
じ
ま島　

清き
よ
み美　
　
　

豊と
よ
だ田
い
づ
み

　

黄き

せ瀬　

忠た
だ
ゆ
き幸

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

6
月
1
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に
、
全
国
一

斉
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま

す
。
相
談
場
所
や
日
時
は
15
ペ
ー
ジ

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
「
人
権
・
よ
ろ
ず

相
談
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

滋
賀
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事
務
局

☎
0
7
7
-5
2
2
-4
6
7
3

大
津
地
方
法
務
局
甲
賀
支
局

☎
6
2
-0
2
5
9

人
権
推
進
課　

人
権
政
策
担
当

☎
6
5
-0
6
9
4

 

6
3
-4
5
8
2

市
内
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

水 

口
土 

山
甲 
賀

甲 

南
信 

楽

考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心

6
月
1
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

平成21年春の叙勲で、市内から次の4名の方が受章されました。

　神戸大学名誉教授として、また、
姫路獨協大学名誉教授として、フラ
ンス語とフランス文学の指導・研究
にご尽力されました。平成13年に
退職されてから現在も、現役時代と
変わらず、自宅で読書と執筆活動に
精励されています。

瑞宝中綬章

木
き う ち

内　孝
たかし

 氏（甲南町希望ヶ丘本町）

　昭和37年に奉職、大津中央郵便
局勤務を経て、昭和53年からは甲
賀大久保郵便局長として郵政業務
にご尽力されました。また、平成9年
から退職されるまでの8年間、県中
部特定郵便局長業務推進連絡会の
会長を務められました。

瑞宝双光章

掛
か け だ

田　恭
や す ひ ろ

弘 氏（甲賀町大原市場）

　公立中学校の教諭、公立小学校の
教頭・校長として教育の発展にご尽
力されました。また、県教委、大津市
教委の職員として、障害児教育や同
和教育などの振興に寄与、退職後は
保護司として青少年育成に貢献さ
れました。

瑞宝双光章

中
な か じ ま

島　嘉
よ し は る

治 氏（信楽町黄瀬）

　昭和37年に奉職、平成15年に退
職されるまで40年の長きにわた
り、京都中央郵便局において郵政業
務にご尽力されました。迅速で的確
な対応が求められる郵便業務にお
いて、郵政事務官として他の模範と
して精励されました。

瑞宝単光章

田
た な か

中　賢
け ん じ

治 氏（水口町北脇）

春の叙勲　受章おめでとうございます
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農業振興課　農政係　☎ 65-0711　  63-4592問い合わせ

素 敵 な 出 逢 い を サ ポ ー ト

結婚相談のご利用を

	 	 毎月第1・3土曜　午後1時～ 4時

	 	 ◦市役所水口庁舎南別館1F
	 	 ◦甲南農村環境改善センター 1階研修室
◎�各相談会場に直接お越しいただき「結婚相談申込書」
を記入していただきます。

【水口会場】	林
はやし

　恵
え み こ

美子	 坂
さかぐち

口　忠
ただ お

夫	 宮
みや じ

路　茂
しげのり

徳

	 三
みよし

好　　一
はじめ

	 久
く ぼ

保　重
じゅうえい

衞	 黄
き せ

瀬　洋
ひろえ

江

	 川
かわた

田　佳
か よ

代	 市
いちおか

岡　泰
やすひこ

彦

【甲南会場】	田
たな か

中　　弘
ひろむ

	 深
ふかやま

山　恭
たか よ

代	 奥
おくむら

村　眞
まさよし

好

	 中
なかじま

嶋　弘
ひろみ

美

結婚相談日

相談会場

市内の結婚相談員（敬称略）

　

全
国
各
地
域
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
5
年
間
に
わ
た
り
、「
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
96
の
農
業
集
落
で
、
農
地
と
農
村
環
境
の
保
全
や
環
境
こ

だ
わ
り
農
産
物
の
栽
培
な
ど
、
創
意
工
夫
に
よ
る
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

美
し
い
農
村
景
観
を
将
来
へ

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
展
開
中

　

県
内
で
こ
の
事
業
に
取
り

組
ま
れ
た
7
7
1
団
体
の
う

ち
、
特
に
優
秀
な
活
動
を
し

た
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
こ
の

ほ
ど
甲
賀
町
小
佐
治
地
区
が

最
優
秀
の
県
知
事
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
で
は
、
美
し
い
ふ

る
さ
と
を
地
域
ぐ
る
み
で
保

全
し
、
守
り
育
て
よ
う
と
、

ア
ジ
サ
イ
の
植
栽
や
、
排
水

路
に
た
ま
っ
た
土
砂
の
除

去
、
農
道
の
草
刈
り
や
地
域

美
化
活
動
な
ど
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
環
境
こ
だ
わ
り
米
で
の

も
ち
の
加
工
販
売
を
行
う
な

ど
「
人
も
生
き
物
も
元
気
で

心
豊
か
な
農
村
づ
く
り
」
の

活
動
が
高
い
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

知事賞に輝く
甲賀町

小佐治地区

▲ �アジサイの植栽で心
やすらぐ農村づくり
（甲賀町小佐治地区）

　

市では、未婚の男女にパートナー
を紹介する結婚相談所を定期的に開設
しています。平成21年4月から、新たに右記
の12名を相談員に委嘱しました。
　相談員が、相談があった方同士を紹介し、平成
20年度は3組のカップルが成立しました。
　6月から相談日を月2回に増やし、これまで以
上に相談活動を活発に行いますので、どなた
でもお気軽にご利用ください。相談日等
は、毎月15日号の本紙「相談コーナ
ー」に掲載しています。
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〜
市
健
康
推
進
連
絡
協
議
会
総
会
〜

健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い

の
里
プ
ラ

ラ
で
４
月

14
日
、
市
健
康
推

進
連
絡
協
議
会
の

平
成
21
年
度
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
、

本
年
度
の
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

総
会
に
は
中
嶋

市
長
も
出
席
、
各

地
域
で
食
育
を
中

心
と
し
た
市
民
の

健
康
づ
く
り
に
活

躍
い
た
だ
い
て
い
る
健
康
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
感

謝
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
新
た
に
推
進
員
と
し

て
就
任
い
た
だ
く
方
へ
の
委
嘱
状
交
付
式
も
行
わ

れ
、
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
新

し
く
58
名
が
加
わ
り
、
市
内
の
健
康
推
進
員
は

４
９
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
推
進

員
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
さ
ら
な
る
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

創立50周年を祝う

～水口町郷土史会記念総会～

る
さ
と
水
口
を
思
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
よ
う

と
昭
和
34
年
に
設
立
さ
れ
た
水
口
町
郷
土
史
会

が
今
年
で
50
周
年
を
迎
え
、
４
月
18
日
に
は
、
記
念
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
時
に
は
会
員
数
も
わ
ず
か
30
数
名
だ
っ
た
同
会

で
す
が
、
今
で
は
３
０
０
名
を
超
え
、「
水
口
の
歴
史

特
別
講
座
」
や
会
誌
の
発
行
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
水

口
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
中
嶋
市
長
も
出
席
、
先
人
に
学
び
な
が

ら
郷
土
を
守
り
育
て
る
活
動
に
感
謝
と
今
後
の
ご
活
躍

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
今
月
、
50
周
年
の
記
念
冊
子
を
発
刊
さ

れ
る
予
定
で
、
50
年
を
ひ
と
つ
の
区
切
り
と
し
な
が
ら
、

今
後
も
郷
土
水
口
の
研
究
を
進
め
ら
れ
ま
す
。

▲50周年を記念し、これまで尽力された方へ感謝状を授与

忍

▲�
新
た
な
推
進
員
に
市
長
が
委
嘱
状

を
交
付

ふ
の
ほ
ど
信
楽
町
郷
土
史
会
が
、
信
楽
地
域
の
神
社
や
寺
院
、
地
蔵
堂
な
ど
の
由

緒
な
ど
を
記
録
し
た
調
査
書
「
し
が
ら
き
の
神
社
・
寺
院
」
を
発
刊
さ
れ
ま
し

た
。

　

調
査
書
は
、
平
成
17
年
か
ら
４
年
間
か
け
て
資
料
収
集
や
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
、

29
神
社
と
19
寺
院
な
ど
が
75
ペ
ー
ジ
に
渡
っ
て
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

発
刊
部
数
は
、
３
０
０
部
で
信
楽
地
域
の
小
・
中
・
高

校
と
市
内
の
図
書
館
、
県
立
図
書
館
や
関
係
機
関
に
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
代
表
の
相
楽
さ
ん
は
、「
誰
も
が
知
っ
て
い
る
神

社
・
寺
院
の
歴
史
と
伝
統
を
理
解
し
、
守
り
伝
え
て
い
く

こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
。
こ
の
冊
子
が
、
信
楽
の
歴
史
や

文
化
を
知
る
一
端
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
す
。

地域の歴史・伝統を語り
継ぐ
〜信楽町郷土史会が調査書発刊〜

▲発刊された調査書

こ
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GENKI na MACHIKADO

キャラバンカーに絵本
を載せて
～全国訪問おはなし隊巡回～

▲中では絵本を読むこともできるキャラバンカー

あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
絵
本
を
載

せ
て
お
は
な
し
を
届
け
る
「
本
と
あ
そ
ぼ

う
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」
が
４
月
21
日
か
ら
23

日
に
か
け
て
市
内
の
保
育
園
と
幼
稚
園
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

５
５
０
冊
も
の
絵
本
を
積
ん
だ
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
は
、
中
が
図
書
室
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
が
好
き
な
本
を
選
び
、
読
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

21
日
午
前
に
は
、
土
山
に
こ
に
こ
園
に
来
園
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
内
で
の
自
由
閲
覧
の
ほ
か
、
遊

戯
室
で
は
長
澤
隊
長
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
、

園
児
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
絵
本
に
親
し
み
ま
し
た
。

～
茶
業
指
導
所
参
観
デ
ー
～

会
場
に
広
が
る

お
茶
の
香
り

農
業
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
茶
業
指
導
所
で

４
月
29
日
、
施
設
を
開
放
す
る
参
観
デ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
茶
業
指
導
所
の
研
究
内
容
を
広

く
知
ら
せ
、
近
江
の
茶
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、

茶
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
こ
の
時
期

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
茶
の
手
摘
み
や
製
茶
体
験
、
手
も
み
製
茶
の

実
演
、
お
茶
料
理
の
試
食
・
試
飲
な
ど
お
茶
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
会
場

い
っ
ぱ
い
に
お
茶
の
香
り
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス

タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
押

し
花
教
室

な
ど
、
子

ど
も
が
楽

し
め
る
催

し
も
あ
り
、

家
族
み
ん

な
で
お
茶

に
親
し
む

１
日
と
な

り
ま
し
た
。

▲新茶の手摘みを体験する皆さん

夢

人権擁護委員が出前講座

～綾野小学校～

▲人権擁護委員と児童がともに学んだ人権教室

権
擁
護
委
員
に
よ
る
出
前
講
座
「
人
権

教
室
」
が
４
月
21
日
、
綾
野
小
学
校
で

開
催
さ
れ
、
４
年
生
の
児
童
が
人
権
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
法
務
局
甲
賀
支
局
と
甲
賀
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
が
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
、
水
口

地
域
の
人
権
擁
護
委
員
４
名
が
先
生
と
な
り
ま

し
た
。

　

身
近
な
学
校
で
の
い
じ
め
を
取
り
上
げ
た
啓

発
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
児
童
ら
は
、
感
想
を
発

表
。
人
権
擁
護
委
員
か
ら
「
た
っ
た
一
つ
の
命

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
み
ん
な
が
仲
良

く
す
る
こ
と
が
人
権
で
す
」
と
教
わ
り
ま
し
た
。

人

県
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健康推進連絡協議会事務局（保健介護課）　☎ 65-0703　  63-4085問い合わせ

〜あなたの家庭は大丈夫？〜　禁煙の大切さを啓発するために活動を展開しています。

家庭・地域で  禁煙の輪を  広げよう

～教育の出発点は家庭から～

　深夜テレビや24時間営業の店が世の中にあふれ、
夜型生活や睡眠時間が不規則な家庭が増えていると
いわれています。でも、子どもにとって、「睡眠」には休
息だけでなく、大人とは別の意味があることをご存じ
でしょうか。子どもの睡眠は「脳」を育てる過程と深く
関わり、学習面はもとより食欲ややる気、イライラ感
の安定など生活全般にわたって、さまざまな影響を及
ぼしています。
　人間の体には1日25時間の体内時計があり、起床後
に太陽の光を浴びて体内時計のリズムがリセットさ
れると、約14～16時間後に眠気がやってきて、1日の
リズムができますが、朝起きたあとに暗い室内で過ご
したり、眠る前に明るい場所で過ごしたりすると、こ
のリズムがくずれることになります。朝早く起きて自
然光のもとで活動し、夜は早めに眠るという生活リズ
ムで、幼児期からこの体内時計をしっかり作ること

が、子どもの健やかな成長にとって欠かせないことが
明らかになってきています。
　体を守り、心身の適切な成長を促すメラトニンとい
うホルモンは、一生のうちで1歳から5歳までの睡眠
で最も多く分泌されるそうです。また成長ホルモンは
昼寝の必要のなくなるころから、寝入りばなの深い睡
眠時に集中して分泌されるようになります。そのため
に午後10時から午前2時には深い眠りに入っている
ことが必要なのです。
　子どもは寝かせなければ眠りません。「寝かしつけ
る」という言葉どおり、寝かせることは子どもにとっ
て大切なしつけのひとつです。

こども未来課　家庭教育振興係
☎ 86-8171　  86-8380

問い合わせ

引用：「家庭教育手帳」（文部科学省）
　　 「早起き脳が子どもを伸ばす」（子どもの早起きをすすめる会）

寝る子は育つ
第2回家庭教育

子育て・親育ち講座
～生活リズムは、子どもの健やかな
　成長のためのエネルギーです～

　禁煙・分煙化が進む一方で、たばこの怖さや、周囲への影響については家庭でも地域でもまだまだ理解さ
れていません。
　そこで、健康推進員自作の人形劇や自らが役者となった寸劇で、禁煙を呼びかける活動をしています。今
回は水口地域で上演し、見ていただいた方からさまざまな感想をいただきとても好評でした。今後も各地域
で禁煙を呼びかける活動を広めていきたいと考えています。上演時間は20分ほどです。ご希望があれば、近
くの健康推進員へ声をおかけください。

・たばこは、百害あって一利もない。
・家庭の健康を守るうえで、喫煙の影響に
　ついて考えさせられた。
・周囲の人への副流煙※の怖さを知った。
・たばこをやめると、かなりの節約になる。
・喫煙者が一人でも減ることを期待したい。
　※副流煙…�火のついたたばこの先から立ち上がる

煙のこと

参加者からこんな感想をいただきました

▲宇川地区文化祭（宇川会館）

▲今郷地区老人クラブお楽しみ会
（今郷公民館）

たばこって怖いなあ

一般の家庭での出来事
がコミカルに演じられ
説得力があった
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ユニバーサルデザイン啓発標語決まる
　昨年12月、ユニバーサルデザイン推進のため
の啓発標語を募集したところ、市内外から秀作
が寄せられました。市ユニバーサルデザイン推
進協議会による審査の結果、次のとおり優秀作
品を選考しました。だれもが、住み慣れた地域で
生きがいをもち安心して暮らせる社会を築いて
いくためには、市民の一人ひとりが思いやりや
助け合いの気持ちを育んでいくことが大切で
す。

　　　　　　  甲賀市ユニバーサルデザイン推進協議会事務局
（社会福祉課　健康福祉政策担当）　☎ 65-0700　  63-4085

問い合わせ

最優秀作品『やさしさが「見える」「伝わる」まちづくり』
	 	 　　平

ひらやま

山　陽
ようこ

子さん （宮城県仙台市）

優秀作品 『往きずりにかわす笑顔が社会をいやす』
	 	 　　鵜

うか い

飼千
ち よ こ

代子さん（水口町）

だれもが安全・快適に暮らせるまちづくり

　

市
で
は
、性
別
に
関
わ
ら
ず
み
ん

な
が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
豊
か
な
社
会
づ
く
り
の
一

つ
と
し
て
、男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
活
動
に
取
り
組
む
団
体
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
と
な
る
団
体

　

市
民
等
に
よ
り
自
主
的
に
組
織

さ
れ
、団
体
と
し
て
の
意
思
決
定
に

よ
る
事
業
実
施
や
適
正
な
経
理
処

理
が
で
き
、か
つ
次
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
団
体
。

①�
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活
動

を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
こ
と

②�

市
内
に
活
動
の
拠
点
を
持
ち
、年

間
を
通
じ
て
主
に
市
内
で
活
動

し
て
い
る
こ
と

③�

主
に
市
内
に
在
住
、在
勤
ま
た
は

在
学
す
る
18
歳
以
上
の
方（
5
名

以
上
）で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

※�

た
だ
し
、市
が
交
付
す
る
他
の

補
助
金
を
受
け
て
い
る
団
体

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
対
象
と
な
る
事
業

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

つ
な
が
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
。

▼
事
業
例

　

�

講
演
会
や
学
習
会
の
開
催
、寸
劇

な
ど
に
よ
る
啓
発
、啓
発
チ
ラ

シ
、ミ
ニ
コ
ミ
誌
な
ど
の
作
成
・

配
布
、女
性
や
男
性
の
自
立
、仕

事
と
家
庭
生
活
の
両
立
な
ど
へ

の
支
援
活
動
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
D
V
）被
害

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
、先
進
事

例
の
調
査
研
究
や
情
報
収
集
、ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
報
告

書
作
成

■
事
業
の
実
施
期
間

　

平
成
21
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

22
年
3
月
31
日
ま
で
に
行
わ
れ
る

事
業
。

■
補
助
対
象
と
な
る
経
費

　

事
業
実
施
に
必
要
な
経
費
の
う

ち
、講
師
謝
金
や
旅
費
、事
務
用
品
、

コ
ピ
ー
代
、会
場
使
用
料
な
ど
。

■
補
助
金
の
交
付
額

　

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、1
団
体
に
つ
き
年
間
2
万

円
が
上
限
額
と
な
り
、千
円
未
満
は

切
り
捨
て
と
し
ま
す
。

■
補
助
金
交
付
の
申
請

　

所
定
の
書
類
を
6
月
15
日（
月
）

ま
で
に
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　市の公共下水道事業に関する重要な事項について、調
査や審議を行う諮問機関として条例に基づき公共下水道
事業審議会が設置されています。
　この第2期の審議会委員に学識経験者や受益者の代表
として次の15名が委嘱されました。
　任期は平成23年3月31日までで、今後、公共下水道事
業の将来計画や適正な維持管理・健全経営等について審
議をいただきます。

人
権
推
進
課  
人
権
政
策
担
当

☎
6
5
-0
6
9
5

 

6
3
-4
5
8
2

問
い
合
わ
せ

公共下水道事業審議会  第2期委員を委嘱
●就任された委員の皆さん（敬称略）

	 小
こ じ ま

嶋　仁
にろう

郎	 山
やま だ

田嘉
かいちろう

一郎	 池
いけうち

内　眞
まゆみ

弓

	 田
たむ ら

村　光
みつお

男	 玉
たま い

井　正
まさゆき

之	 吉
よしなが

永　郁
いく よ

代

	 玉
たまおき

置　正
まさあき

明	 岩
いわさき

﨑　延
のぶゆき

幸	 杉
すぎばやし

林美
み や こ

也子

	 望
もちづき

月　武
たけ お

雄	 今
いまむら

村　貞
さだ お

雄	 山
やまもと

本　眞
まゆ み

弓

	 宇
う だ

田　康
やすお

雄	 福
ふくやま

山　紀
きい ち

一	 藤
ふじわら

原　孝
たか こ

子

下水道管理課　管理係　☎ 86-8397　  86-8032問い合わせ

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
活
動
団
体
補
助
金
の
申
請
受
付
中

市
民
活
動
を
支
援
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に
ん
く
る
土
曜
塾

「
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
作
り
」

日
時　
６
月
13
日（
土
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

に
ん
く
る
児
童
館
（
相
模
教
育

集
会
所
）

内
容　

豆
腐
を
使
っ
た
ケ
ー
キ
・
バ
バ

ロ
ア
作
り

対
象　

幼
児（
４
才
以
上
）〜
小
学
生

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

定
員　

15
名

申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま

で 
 

に
ん
く
る
児
童
館

☎
８
８
ー
５
６
９
２　

８
８
ー
５
６
９
６

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

な
つ
か
し
の
体
験
教
室

「
草
履
作
り
教
室
」

日
時　
６
月
７
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時

内
容　

布
草
履
の
制
作

定
員　

先
着
25
名

参
加
費　

２
０
０
円

持
ち
物　

巾
５
㎝
の
布
約
20
メ
ー
ト
ル

申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
 

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

（
月
火
休
館
・
10
時
〜
17
時
）

☎
／

８
６
ー
７
５
５
１

爆
笑
！　

お
笑
い
バ
ト
ル

２
０
０
９
in
こ
う
か

日
時　
６
月
28
日（
日
）

１
回
目
▼
12
時
開
演
（
開
場
11
時
30
分
）

２
回
目
▼
15
時
開
演
（
開
場
14
時
30
分
）

場
所　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

出
演
者　
ま
す
だ
お
か
だ
、
ヒ
ロ
シ
、
超

新
塾
、
響
、
ヒ
ラ
イ
ケ
ン
ジ
ほ
か
計
６
組

の
予
定（
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

入
場
料　

前
売
２
、６
０
０
円
、

当
日
３
０
０
円
増（
全
席
指
定
席
）

前
売
券
販
売
所　

あ
い
こ
う
か
市
民

ホ
ー
ル
、
忍
の
里
プ
ラ
ラ
、
ア
ル
プ
ラ

ザ
水
口
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
イ
ー

プ
ラ
ス
ほ
か

 
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎
６
２
ー
２
６
２
６　

６
２
ー
２
６
２
５

本
場
サ
ー
カ
ス
の
醍だ

い

ご

み

醐
味

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
舞
台

サ
ー
カ
ス

日
時　
８
月
８
日（
土
）　
２
回
公
演

１
回
目
▼
13
時
開
演
（
開
場
12
時
30
分
）

２
回
目
▼
16
時
開
演
（
開
場
15
時
30
分
）

場
所　

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

入
場
料　

２
、５
０
０
円（
全
席
指
定
席
）

※
一
般
発
売
５
月
24
日（
日
）10
時
か
ら

内
容　

ク
マ
の
玉
乗
り
、
自
転
車
乗
り
、

ダ
ン
ス
、
バ
ラ
ン
ス
芸
、
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
な
ど
、
名
人
芸
・
超
人
芸

※
子
ど
も
会
で
の
団
体
申
し
込
み
も
受

け
付
け
中
。

 
 

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

☎
６
２
ー
２
６
２
６　

６
２
ー
２
６
２
５

夜
空
旅
人
（
天
体
観
望
会
）

「
五
月
晴
れ
に
見
え
る
星
」

日
時　
５
月
23
日（
土
）

19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

※
天
侯
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８
ー
４
１
０
０　

８
８
ー
５
０
５
５

要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定
更

新
手
続
き
の
ご
案
内

　

現
在
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
で
介
護
保
険
被
保
険

者
証
に
書
か
れ
て
い
る
有
効
期
間
が
平

成
21
年
５
月
31
日
ま
で
の
方
に
は
、
更

新
申
請
書
を
４
月
初
旬
に
送
付
し
ま
し

た
。
今
後
も
継
続
し
て
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
で
、

更
新
申
請
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
５
月
29
日（
金
）ま
で
の
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
最
寄
り
の
支
所
又
は
市
民

窓
口
セ
ン
タ
ー
、
水
口
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
保
健
介
護
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

 

保
健
介
護
課　

介
護
保
険
担
当

　
　
　
　

☎
６
５
ー
０
６
９
９・
０
６
９
７

　
　
　
　

６
３
ー
４
０
８
５

児
童
手
当
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
毎
年
所
得

制
限
限
度
額
及
び
所
得
の
見
直
し
を
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
所
得
制
限
限
度
額

超
過
等
の
理
由
に
よ
り
児
童
手
当
の
支

給
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
所
得

年
度
の
更
新
に
よ
り
認
定
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
５
月
中
に
、
お
近

く
の
支
所
ま
た
は
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

社
会
福
祉
課　

児
童
家
庭
支
援
担
当

☎
６
５
ー
０
７
０
５　

６
３
ー
４
０
８
５

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

日
時　
６
月
４
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

市
役
所
水
口
庁
舎
１
階
相
談
室

予
約
受
付　

５
月
25
日（
月
）開
始

９
時
～
16
時
30
分
（
土
日
除
く
）

定
員　
予
約
制
で
先
着
６
名
（
１
人
約

30
分
）

主
催　
近
畿
税
理
士
会
税
務
相
談
セ
ン

タ
ー

※
相
談
無
料

 
 

水
口
納
税
協
会

☎
６
２
ー
１
１
５
１　

６
３
ー
０
１
７
３

２
０
０
９

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー

●
第
２
回
〔
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〕

日
時　
６
月
６
日（
土
）13
時
～
16
時
30
分

催　
　
　

し

お　

知　

ら　

せ
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（
12
時
50
分
に
甲
南
庁
舎
玄
関
前
集
合
）

内
容　

福
祉
バ
ス
で
、
信
楽
の
障
が
い

者
福
祉
施
設
訪
問
。
講
話
、
紙
す
き
体

験
な
ど
。

定
員　

先
着
40
名

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

材
料
費　
３
０
０
円
（
当
日
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
紫
香
楽
に
て
支
払
い
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
氏

名
と
連
絡
先
（
直
前
に
連
絡
が
で
き
る

電
話
番
号
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
（
要
約
筆
記
）
の
必

要
な
方
は
参
加
申
込
時
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

 
 

人
権
推
進
課

☎
６
５
ー
０
６
９
３　

６
３
ー
４
５
８
２

外
国
籍
住
民
へ
の
支
援
物
資
提
供

に
ご
協
力
を

　

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
参
加
す
る

「
し
が
外
国
籍
住
民
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
で
は
、
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
り

失
業
し
た
外
国
人
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
物
資
を
集
め
て
い
ま
す
。

収
集
物
資　
米
、
小
麦
粉
、
即
席
め
ん

（
袋
・
カ
ッ
プ
ど
ち
ら
で
も
可
）、
パ
ス

タ
、缶
詰
類
、砂
糖
、食
料
油
、紙
お
む
つ
、

粉
ミ
ル
ク

　

物
資
を
提
供
い
た
だ
け
る
方
は
、
お

近
く
の
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
水
口
地

域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
）

☎
６
２
ー
８
０
８
５　

６
３
ー
２
０
２
１

　
年
間
の
健
診
（
検
診
）
日
程
の
冊
子
「
健
診
（
検
診
）
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
見
な
が
ら
、１
年
間
の
検
診
計
画
を
た
て
ま
し
ょ
う
。
健
診（
検
診
）

カ
レ
ン
ダ
ー
は
３
月
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

 

保
健
介
護
課　

健
康
支
援
担
当

☎
６
５
ー
０
７
０
３　

６
３
ー
４
０
８
５

健康づくりは
健診（検診）から！

土
山
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
６
６
ー
２
０
０
１　

６
６
ー
２
０
０
４

甲
賀
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
８
８
ー
２
９
４
２　

８
８
ー
５
０
９
６

甲
南
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
８
６
ー
６
０
３
５　

８
６
ー
７
２
２
６

信
楽
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

☎
８
２
ー
８
０
３
１　

８
２
ー
１
４
８
８

地
域
の
大
学

『
淡お

う

み海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
湖
南
校
』

受
講
生
募
集

テ
ー
マ　
「
住
み
よ
い
暮
ら
し
と
豊
か
な

環
境
づ
く
り
」

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
、
実
験
・
実
習
講
座
は

甲
南
・
信
楽
高
等
学
校
で
開
催
（
内
容
：

薬
膳
料
理
、
皮
細
工
、
忍
者
と
薬
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

対
象　
18
歳
以
上
の
通
学
可
能
な
人

講
座
日
時　
６
月
20
日
〜
11
月
21
日

土
曜
日
の
午
前

定
員　
30
名（
定
員
を
超
え
た
と
き
は
、抽

選
に
よ
り
決
定
）

受
講
料　
５
、０
０
０
円

申
込
方
法　
６
月
５
日（
金
）ま
で
に
、
は

が
き
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に
必
要

事
項
（
①
氏
名
、
②
年
齢
、
③
郵
便
番
号
、

④
住
所
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
湖
南
校
受
講

希
望
）
を
ご
記
入
の
う
え
、
左
記
ま
で
。

 
 

淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
湖
南
校
実
行

委
員
会 （
湖
南
市
生
涯
学
習
課
内
）

☎
７
７
ー
６
２
５
０　

７
７
ー
６
２
５
３

Ｅ
メ
ー
ル syougaku@

city.konan.shiga.jp

子
育
て
支
援
事
業
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
者
募
集

【
１
日
目
】

日
時　
５
月
29
日（
金
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

甲
南
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容　

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・�

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
関
わ
り

に
つ
い
て

・
実
技
（
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
）

【
２
日
目
】

日
時　
６
月
12
日（
金
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

甲
南
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容　

・
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て

・
安
全
に
つ
い
て

【
３
日
目
】

日
時　
６
月
18
日（
木
）

10
時
〜
12
時

場
所　

か
え
で
会
館

内
容　

　
講
演　
「
地
域
で
支
え
る
子
育
て
」

　
講
師　
渡わ
た
な
べ辺
顕け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん（
日
本
福
祉

　
大
学
）

【
実
習
】

日
時　
６
月
１
日（
月
）〜
17
日（
水
）の
間

に
１
回
受
講（
場
所
：
各
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※
受
講
料
無
料

※
３
日
間
受
講
さ
れ
た
方
に
は
修
了
証

を
お
渡
し
し
ま
す
。
修
了
さ
れ
た
方

は
、
ご
本
人
の
了
解
を
得
て
子
育
て

支
援
事
業
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録

し
、
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳
細
は
お
近
く
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 水
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
／

６
５
ー
５
５
１
１

土
山
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
６
６
ー
０
３
７
５　

６
６
ー
２
０
１
２

甲
賀
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
８
８
ー
８
１
１
５　

８
８
ー
８
１
４
５

甲
南
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
／

８
６
ー
０
９
４
９

信
楽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
／

８
２
ー
２
７
９
９

募　
　
　

集
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6月の行事予定
　乳幼児期の子どもをもつ保護者の方が、親子の絆
を深め心豊かな子どもを育てていくことを応援する
ため、市内の施設でいろいろな事業を行っています。

▶ベビーマッサージ講座　10：30〜12：00
　2日（火）　かえで会館

定員／15組(先着順・要申込)
対象／７か月未満児とその保護者

・ …こども未来課
☎ 86-8171　 86-8380

　30日（火）　10：30〜11：00　水口図書館
…こども未来課

☎ 86-8171　 86-8380

▶子育て広場おしゃべりサロン　10：30〜12：00
　（水口・甲南・土山）
　4日（木）　貴生川公民館
　　　　　　　　『はじまりの会』
　11日（木）　土山中央公民館
　　　　　　　　『育て元気っこ広場』

…こども未来課
☎ 86-8171　 86-8380

▶スマイルキッズ（信楽）　10：00〜12：00
　12日（金）　信楽中央公民館
　　　　　　　　『親子で浴衣を着てみませんか？』
　26日（金）　信楽中央公民館
　　　　　　　　『七夕のつどい』（世代間交流）

…信楽中央公民館
☎ 82-8075　 82-2463

▶ホッとスペース（甲賀）　10：00〜12：00
　4日（木）　佐山荘
　　　　　　『くじびきてるてるぼうずをつくろう』

持ち物／20㎝四方の布、わりばし、牛乳パック
…かふか生涯学習館

☎ 88-4100　 88-5055

▶にんくる子育て広場（甲賀）　10：00〜11：30
　12日（金）　にんくる児童館
　　　　　　　　『夏の健康　注意点は？』

…にんくる児童館
☎ 88-5692　 88-5696

▶かえで子育て広場（甲南）　10：30〜11：30
　26日（金）　かえで会館
　　　　　　世代間交流「昔の遊びをしましょう！」

定員／15組(要申込)
・ …かえで会館

☎ 86-4363　 86-4958

※参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの
地区の活動にも参加していただけます。
※講座の詳しい内容については各担当に、お問い合わ
せください。

家庭教育のコーナー

子育て・親育ち講座

親子プレイステーション事業

児童館での催し

乳幼児おはなし広場

古
文
書
講
座
受
講
者
募
集

日
時　
第
１
回　
６
月
20
日（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
予
定（
全
５
回
）

場
所　
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
会
議
室

内
容　
身
近
な
史
料
か
ら
古
文
書
の
基

本
的
な
形
態
と
地
域
の
歴
史
を
学
習

講
師　

望も
ち
づ
き月 
保た
も
つ

氏
（
甲
賀
市
史
編
さ

ん
委
員
）

参
加
費　

１
、０
０
０
円

申
込
締
切　

６
月
17
日（
水
）

定
員　

先
着
20
名

申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で

 
 

土
山
歴
史
民
俗
資
料
館 

（
月
火
休
館
・
10
時
〜
17
時
）

☎
６
６
ー
１
０
５
６　

６
６
ー
１
０
６
７

「
杣
川
の
源
流
を
訪
ね
て
」

参
加
者
募
集

日
時　
６
月
７
日（
日
）　
９
時

油
日
神
社
駐
車
場
集
合

内
容　

油
日
岳
に
登
り
、
周
辺
の
植
物
（
薬
草
）
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

募
集
人
員　
先
着
40
名

対
象　

小
学
生
以
上
の
方（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

２
０
０
円

※
昼
食
、
飲
み
物
等
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ハ

イ
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
催　

杣
川
と
親
し
む
会

 
 

県
甲
賀
土
木
事
務
所　

河
川
砂
防
課

担
当　

山
田 

☎
６
３
ー
６
１
６
１　

６
３
ー
１
５
０
４

　５月30日は「ごみゼロの日」です。ポイ捨てごみのな
い美しい環境づくりのため、地域での清掃活動にご協力
ください。

　

甲
賀
広
域
行
政
組
合
衛

生
セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理
施

設
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
事

業
系
可
燃
ご
み
の
処
分
手

数
料
を
次
の
と
お
り
改
正

し
ま
す
。
排
出
事
業
者
の
皆

さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
広
報
あ
い
こ
う
か

６
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

 

甲
賀
広
域
行
政

　
　

組
合
衛
生
セ
ン
タ
ー 

☎
６
２
ー
５
４
５
４

６
２
ー
３
６
６
１

事業系可燃ごみ処分手数料
　　　　　　　改正のお知らせ

現行（５月29日まで） 改正後（６月１日から）

10kgごとに100円 10kgごとに180円

■事業系可燃ごみ処分手数料
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各
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
す
る
事
業
は
各
支
所
エ
リ
ア
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●場所の掲載がないものは、
「各子育て支援センター」で
行います。特に掲載がない場
合でも、各自必要な持ち物

（お茶、タオル、着替え、帽子
など）をお持ちください。

6
月

☎／  65-5511
水口子育て支援センター

つくしんぼひろば（ころころコース）
日時 ▼6/2、16（火）10：00〜11：30
対象 ▼おおむね5、6か月～1歳半の

未就園児とその保護者
内容 ▼自由遊び
つくしんぼひろば（ぴょんぴょんコース）
日時 ▼6/3、17（水）10：00〜11：30
対象 ▼1歳半～2歳半の未就園児と

その保護者
内容 ▼3日歌遊び、17日自由遊び
つくしんぼひろば（わくわくコース）
日時 ▼6/10、24（水）10：00〜11：30
対象 ▼2歳半からの未就園児とその

保護者
内容 ▼10日歌遊び、24日笹飾り
持物 ▼はさみ、のり
オープンルーム
日時 ▼6/11（木）、19（金）、25（木）
　　　11・25日（木）9：30～11：30、

19日（金）13：00～15：00
対象 ▼未就園児とその保護者
つくしんぼひろばがやってきた（出前広場）
日時 ▼6/5、26（金）10：00〜11：30
対象 ▼未就園児とその保護者
場所 ▼   5日　伴谷公民館
　　　26日　貴生川公民館
子育て講座「大切な歯」
日時 ▼6/4（木）10：30〜11：30
対象 ▼未就園児とその保護者
定員 ▼20組　要申込
持物 ▼歯ブラシ、コップ、タオル

☎ 66-0375　      -   　　
土山子育て支援センター

おひさまポケットスペシャル
日時 ▼6/3（水）11：00〜11：30
対象 ▼0歳からの未就園児とその保護者
場所 ▼フィランソ土山
ミニバス遠足
日時 ▼6/5（金）10：00〜14：00
対象 ▼２歳からの未就園児とその保護者
場所 ▼モクモクファーム
その他 ▼要申込

チャチャっ子広場
日時 ▼6/16（火）10：30〜11：30
対象 ▼1歳半からの未就園児とその保護者
場所 ▼土山支所２F
にこにこランド
日時 ▼6/10（水）10：00〜11：30
対象 ▼1歳半からの未就園児とその保護者
場所 ▼大野保育園
持物 ▼着替え
にこにこランド（水あそび）
日時 ▼6/25（木）10：00〜11：30
対象 ▼1歳半からの未就園児とその保護者
場所 ▼土山にこにこ園
こっこ広場
日時 ▼6/30（火）10：30〜11：30
対象 ▼0～1歳までの未就園児とその保護者

☎ 88-8115　  88-8145
甲賀子育て支援センター

リトルひろば（しゃぼん玉）　　
日時 ▼6/2（火）10：00〜11：30
対象 ▼1歳からの未就園児とその保護者
リトルひろば（おでかけリトルひろば）
日時 ▼6/9（火）10：00〜11：30
対象 ▼1歳からの未就園児とその保護者
場所 ▼児童養護施設鹿深の家
リトルひろば（自由あそび)
日時 ▼6/16（火）10：00〜11：30
対象 ▼1歳からの未就園児とその保護者
リトルひろば（散歩）
日時 ▼6/23（火）10：00〜11：30
対象 ▼0歳からの未就園児とその保護者
場所 ▼児童養護施設鹿深の家
リトルひろば（七夕かざりをつくろう）
日時 ▼6/30（火）10：00〜11：30
対象 ▼1歳からの未就園児とその保護者
ひよこサロン
日時 ▼6/19、26（金）10：00〜11：30
対象 ▼0～1歳児とその保護者
場所 ▼甲賀創健館フィットネスルーム
持物 ▼着替え

☎／  86-0949
甲南子育て支援センター

赤ちゃんのおへや
日時 ▼6/1、15（月）10：00〜11：30
対象 ▼0歳の未就園児とその保護者

すくすくBABY
日時 ▼6/8、29（月）10：00〜11：30
対象 ▼1歳の未就園児とその保護者
のびのび！KIDS
日時 ▼6/11、25（木）10：00〜11：30
対象 ▼2歳からの未就園児とその保護者
その他 ▼11日はB&G体育館（現地集合）
オープンハウス
日時 ▼6/2、16、23、30（火）
　　　10：00〜11：30、13：00〜15：00
対象 ▼未就園児とその保護者
ほっこりルーム
日時 ▼6/1、8、15、22、29（月）
　　　6/4、11、18、25（木）
　　　13：00～14：30、15：00～16:30
　　　6/6、13、20、27（土）
　　　9：30～11：30、13:00～14:30、

15:00～16:30
対象 ▼未就園児とその保護者

☎／  82-2799
信楽子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼6/4、18（木）10：00〜11：30
対象 ▼0～1歳のあかちゃんとその保護者
　　　妊娠中のお母さんとお父さん
げんきっこ　よって！おいで！
ひろば「七夕飾りづくり」
日時 ▼6/29（月）10：00〜11：30
対象 ▼H17年４月2日〜H18年４月1日

に生まれた未就園児とその保護者
じいじ＆ばあばと遊ぼうひろば「うちわ作り」
日時 ▼6/9（火）10：00〜11：30
対象 ▼信楽在住の未就園児とその祖父母の方
地区巡回子育てひろば（雲井地区）
日時 ▼6/3（水）10：00〜11：30
対象 ▼雲井地区の未就園児とその保護者
場所 ▼黄瀬交流館さらら
その他 ▼要申込
地区巡回子育てひろば（小原地区）
日時 ▼6/25（木）10：00〜11：30
対象 ▼小原地区の未就園児とその保護者
場所 ▼柞原会館
その他 ▼要申込
パパッとあつまれ！（救命救急講習）
日時 ▼6/27（土）9：00〜12：00
対象 ▼信楽在住の未就園児のお父さん
その他 ▼要申込　※普通救命講習修

了証が発行されます。2009.5.1513



らいぶらりん
風情ある信楽汽車土瓶

　鉄道に乗り、訪れた土地の駅弁を味わ
うのも、旅の楽しみの一つです。
　「列島迷走全国びっくり駅弁!?」（山海
堂）には、地方色豊かな駅弁が掲載され
ています。信楽焼の植木鉢にラディシュ
の種が付いた「お鉢弁当」（草津駅で販
売）等も紹介されています。
　お弁当と一緒に販売されるお茶の容
器は、現在はペットボトルが主流です
が、かつては土瓶で、「汽車土瓶」と呼ば
れていました。その多くが、信楽で作ら
れていたそうです。
　「信楽汽車土瓶」（サンライズ出版）を
見ると、たくさんの写真とともに汽車土
瓶の歴史の変遷がわかります。その後、
この本がきっかけとなり、信楽学園で汽
車土瓶が復刻され、予約販売もされてい
るそうです。
　おととし、土山歴史民俗資料館では、
秋季企画展として信楽汽車土瓶の展示
が行われ、二頭の獅子のレリーフと「満
鉄」の文字が刻まれた貴重な汽車土瓶な
どが展示されました。その時の展示解説
シートも、図書館で所蔵しています。
　独特の風情のある汽車土瓶について、
図書館で調べてみませんか？

甲
賀
図
書
情
報
館

土
山
図
書
館

催し
6 土 14：00～14：30 おはなし会

20 土 14：00～14：30 おはなし会

移動図書館 地域 小学校

1 月 松尾・岩上方面 伴谷東小学校
2 火 柏木・伴谷方面 柏木小学校
3 水 伴谷方面 伴谷小学校
8 月 — 綾野小学校
9 火 貴生川方面 貴生川小学校
10 水 — 水口小学校

水
口
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

6月

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 63-7400
FAX番号／ 63-4737

催し
3 水 16：30～17：00 おはなし会

10 水 16：30～17：00 おはなし会

17 水 16：30～17：00 おはなし会

24 水 16：30～17：00 おはなし会

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 66-1056
FAX番号／ 66-1067

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 88-7246
FAX番号／ 88-7005

開館時間／ 10：00〜18：00
　　　（金曜日は21：00まで）
電話番号／ 86-1504
FAX番号／ 86-1505

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 82-0320
FAX番号／ 82-3921

催し
13 土 14：00～15：00 おはなし会と工作

27 土 11：00～11：30 おはなし会

28 日 14：00～15：50 日曜映画会
「故郷（ふるさと）」

催し

5 金 13：30～15：30 対面朗読
＊事前予約要

13 土 11：00～11：30 おはなし会
＊乳幼児向け

19 金 13：30～15：30 対面朗読
＊事前予約要

21 日 11：00～
おやこでえいがかい

「かいじゅうたちの
いるところ」

21 日 14：00～ ふるる日曜名画座
「エクスカリバー」

26 金 15：00～15：20 紙芝居を楽しもう

27 土 14：00～14：30 おはなし会

催し

4 木 11：00～11：45 おひざでだっこ
＊乳幼児向け

13 土 16：00～17：00 おはなし会

27 土 16：00～17：00 おはなし会

28 日 15：00～16：00 ティータイム・
ジャズコンサート

移動図書館
※都合により変更になる場合があります。詳

しくは各図書館にお問い合わせください。

 休館日　  閉館作業日　　 特別整理休館（蔵書点検）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

移動図書館 小学校

17 水 朝宮小学校
18 木 多羅尾小学校
24 水 信楽小学校	
25 木 雲井小学校
26 金 小原小学校

●甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp/

移動図書館 地域 小学校

2 火 油日方面 油日小学校
9 火 佐山方面 佐山小学校
16 火 大原方面 大原小学校	
23 火 油日方面 油日小学校
30 火 佐山方面 佐山小学校
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　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常生活での
悩みごとや心配ごとのほか、地域や職場でのトラブル
や差別など、様々な相談に応じます。

●  1日（月）　水口福祉センター２階ボランティアセンター
●  1日（月）　土山開発センター２階談話室
●  1日（月）　甲賀支所1階相談室
●  1日（月）　甲南庁舎２階団体室
●  2日（火）　信楽開発センター１階会議室F
●16日（火）　甲南庁舎２階団体室

時間／ 10：00～ 16：00
　　　 16日（火）のみ13：30～ 16：00

人権・よろず相談
人権推進課　☎ 65-0694　 63-4582

　家庭や地域・職場での人間関係、男女間のトラブル
など、暮らしの中での様々な悩みごとに応じます。

●1日（月）・3日（水）・5日（金）・8日（月）・10日（水）・12日（金）・15日（月）・
　17日（水）・19日（金）・22日（月）・24日（水）・26日（金）・29日（月）
　水口庁舎１階人権推進課内相談室

時間／ 9：00～ 16：00
※相談方法：電話または面接相談（面接相談は事前予約が必要）

男女の悩みごと相談
相談窓口　　☎ 65-0751　　　　　　　
人権推進課　☎ 65-0695　 63-4582

暮らしにかかわる様々な問題について相談に応じます。

●1・8・15・22・29日（月） 水口社会福祉センター
●2・9・16・23・30日（火）
　　　　　　　　老人福祉センターフィランソ土山
●4・11・18・25日（木）　　かふか生涯学習館
●5・12・19・26日（金）　　甲南庁舎２階団体室
●3・10・17・24日（水）　　信楽開発センター

時間／ 13：30～ 16：00

心配ごと相談
甲賀市社会福祉協議会　☎ 62-8085　 63-2021

　就職・転職のための情報提供や公共職業安定所への
取次ぎを行います。
　また、雇用保険の受給者の方の就職活動としてもご
利用いただけます。

①●10・24日（水）	 	 伴谷公民館
●1・15日（月）、11・25日（木）	 牛飼教育集会所
●11・25日（木）	 	 土山支所 相談室 1D
●3・10・17・24日（水）		 梅田会館
●4・18日（木）		 	 清和会館
●2・9・16・23・30日（火）	 かえで会館
●3・10・17・24日（水）	 	 西教育集会所
②●3・17日（水）		 	 水口中央公民館
●5・19日（金）		 	 泉教育集会所
●12・26日（金）　	 	 新城教育集会所
●2・16日（火）		 	 宇川会館
●5・19日（金）		 	 相模教育集会所
●12・26日（金）	 	 大久保教育集会所
●3・17日（水）		 	 かふか生涯学習館
●10・24日（水）	 	 上野教育集会所
●5・19日（金）		 	 信楽開発センター

時間／①9：30～ 11：30、②13：30～ 15：30

就　労　相　談
商工観光課　☎ 65-0710　 63-4087

コーナー 6月談相

　市が委嘱した結婚相談員が各地域で結婚を希望され
る方の相談に応じます。

●  6日（土）　水口庁舎南別館１階
　　　　　　甲南農村環境改善センター
●20日（土）　水口庁舎南別館１階
　　　　　　甲南農村環境改善センター

時間／ 13：00～ 16：00

結　婚　相　談
農業振興課　☎ 65-0711　 63-4592

　お子さんに関する悩みごとや困りごとについて、臨
床心理士やカウンセラーが相談に応じます。予約制と
なっています。

問い合わせ受付／ 土・日・祝日を除く9：00〜17：00
場所／ 甲賀市適応指導教室、土山開発センター談話室、
かふか生涯学習館教育相談室、甲南庁舎2階学校教育課
（こども教育支援係）、信楽子育て支援センター 2階相談室

教　育　相　談
学校教育課（こども教育支援係）  ☎ 86-8100  86-8196

　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事や特殊法
人の業務について相談に応じます。

●  1日（月）　水口社会福祉センター
●  1日（月）　土山開発センター
●11日（木）　かふか生涯学習館 
●17日（水）　信楽開発センター
●19日（金）　甲南庁舎２階団体室

時間／ 13：30～ 16：00
【日程変更のお知らせ】
５月20日（水）に予定していました信楽開発センターでの相談は５月27日

（水）に変更となりました。場所・時間に変更はありません。

行　政　相　談
生活環境課　☎ 65-0685　 63-4582
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　甲賀市を代表する３つの山を歩いた様子を２・３
ページで紹介しています。
　飯道山の山頂にあった登山日誌には、市内の方が何

千回も登っておられる記録がありました。自然に囲まれたこのま
ちにとって山の存在は当たり前すぎて見過ごしてしまいがちです
が、時間をかけて歩いてみることで、地元の魅力や山歩きの楽し
さを再発見でき、また生活に欠かせない清らかな水やおいしい空
気を作り出す山へ感謝する機会にもなりました。
　ちなみに、今回の取材に同行してくれた“甲賀忍者”、きっと
険しい山道を駆け上がりたかったと思いますが、普段運動をしな
い私に歩調を合わせてくれる優しい忍者の彼でした。　ふ
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▶甲賀市ホームページ
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「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

編 集

後 記

●固定資産税（1期）
●軽自動車税（全期）
●国民健康保険税（２期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（2期）
●公共下水道使用料・
　農業集落排水施設使用料

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は6月1日（月）です。
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甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（企業立地対策室） 
☎ 65‐0709　 63‐4087
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▲ 自動車の骨組みにあたる部品
　（赤い部分）を製造
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甲賀市の花・木・鳥
旧町で定められていた花・木・鳥は、
これからも身近な地域のシンボルとし
て大切にしていきます。
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談
）
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▲色とりどりのこいのぼりが園庭に集合（信楽にこにこ園）
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